
























修復対象 確認事項 具体事な確認例 ペナルティの判断・修復方法

余分に見てし
まった山札/サ
イドのカード

サイドにあるカードが分
かる状態か

・グッズ「なかよしポフィン」やサポート「ジニア」など
で、既に山札/サイドを確認済みか

サイドにあるカードがわかる状態であれば、追加の情報は得ておらず、ペナルティは
基準の通りを検討 
サイドにあるカードがわからない状態であれば、追加の情報を得たとしてサイドペナル
ティ1枚以上を検討

山札 山札内に位置が確定さ
れたカードがあるか

・スタジアム「夜のアカデミー」やサポート「ナンジャ
モ」など、山札の上や下の一部を固定する効果が
使われているか

山札の位置が確定している部分を保持し、それ以外の部分を切る

手札 手札にあったことをお互
いに認識できているカー
ドがあるか

・グッズ「ハイパーボール」などで対戦相手に見せ
て手札に加えたカードがあるか

該当カードは手札に戻す
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▼適切なペナルティの判断・修復のためにヒアリングで確認すべき項目
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分類 項目 パターン 事象 修復 / 対応 ペナルティ

プ 
レ 
イ 
エ 
ラ 
｜

1-1.  
余分なカードを見
た

A

対戦開始前、対戦開始直後のエラー  
対戦準備中、サイドを置く際に誤って1枚オモテが見えてしまった。 

見えてしまったカードとサイドをすべて山札にもどして切
る。 
その後、改めてサイドを置き直す。

警告

B

山札またはサイドの中身を既に見ている  
山札を上から2枚見る効果を使い、3枚見てしまった。 
既にグッズ「ネストボール」を使っている。 

余分に見てしまったカードを山札にもどして切る。

警告

C

対戦相手のカードを見た  
対戦相手の山札を切る際、誤って数枚のカードのオモテが見えてしまっ
た。 

見えてしまったカードを山札にもどして切る。

警告

1-2.  
余分なカードを手
札に加えた

A
手札に加えたカードが元の手札と混ざった  
山札を上から2枚引く効果を使い、3枚引いてしまった。 

手札からランダムに1枚選び、山札に戻して切る。 サイド 
ペナルティ1枚

B

手札に加えたカードが元の手札と混ざっていない  
サポート「博士の研究」を使って自分の手札を全てトラッシュしたあと、8
枚引いてしまった。 

手札からランダムに1枚選び、山札に戻して切る。 
※ただし元の手札と混ざっていないため、ペナルティの
格下げを行う。

警告 
※格下げ 

C

任意のカードを選んで加え、元の手札と混ざった  
好きなカードを1枚選ぶ効果を使い、2枚選んでしまった。 

手札からランダムに1枚選び、山札に戻して切る。 
※任意のカードを加えた場合は発生する利益が大きい
ため、格上げを行う。

サイド 
ペナルティ3枚 
※格上げ 

D

サイドから手札に加えたカードが元の手札と混ざった  
「レガシーエネルギー」がついている相手のポケモンexをきぜつさせ、サ
イドを2枚とって手札と混ぜてしまった。 

手札からランダムに1枚選び、サイドに戻して切った後、
サイドを並べ直す。 

サイド 
ペナルティ1枚 

1-3.  
非公開のカードを
混ぜてしまった

A

山札内に位置が確定されたカードがあるべき状態を崩した  
サポート「ナンジャモ」を使い、誤って手札と山札を混ぜてしまった。 

山札を改めて切ってから、サポート「ナンジャモ」で引くべ
き枚数の山札を引かせる。

サイド 
ペナルティ1枚

B

手札と山札を誤って混ぜてしまった  
シャッフルの際、誤って手札を山札に混ぜてしまった。 

混ぜてしまう前の手札の枚数を確認する。お互いに認識
できる枚数が特定できない場合、お互いに認識できる最
小枚数を元の手札の枚数とする。 
山札を切ってから、元の手札の枚数になるよう山札を引
かせる。

サイド 
ペナルティ1枚 

1-4.  
本来できない 
行動

A

巻き戻しをしても非公開情報の変動がない  
グッズ「エレキジェネレーター」を使い、ベンチではなくバトル場の雷ポケ
モンに基本雷エネルギーをつけた。 

ベンチの雷ポケモンにエネルギーをつけ直させる。

警告

B

巻き戻しをしても非公開情報の変動がない  
ワザに必要なエネルギーが足りない状態でワザを使い、ワザのダメージ
と効果の処理を行ってしまった。 

ワザのダメージと効果の処理を取り消し、ワザを使う前
まで戻す。 
※プレイヤーはワザを使う以外の行動もできる状態とな
る。

警告

C

本来得られない非公開情報を得た  
グッズが使えない状況で、グッズ「おはやし笛」を使って相手のデッキの
上から5枚をオモテにしてしまった。 

グッズ「おはやし笛」は持ち主の手札に戻す。 
オモテにしてしまった5枚のカードをジャッジが相手の山
札にもどして切る。

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

D

結果「余分なカードを手札に加えた」状態  
ワザに必要なエネルギーが足りない状態でワザを使い、相手のバトルポ
ケモンがきぜつしたのでサイドを1枚取って手札に混ぜた。 

手札からランダムに1枚選び、サイドに戻して切った後、
サイドを並べ直す。 

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

1-5.  
処理忘れ

A
その場で正せば修復できる  
場にスタジアムが2枚出ている。 

先に出ていたスタジアムをトラッシュさせる。
警告

B

結果「余分なカードを見た」状態  
相手の番に自分のバトルポケモンがきぜつした後、次のバトルポケモン
を出す前に、山札の1番上を見てしまった。 

見てしまった山札の1番上のカードを山札にもどして切
る。 
バトルポケモンを出させてから改めて番を始めさせる。

警告

C

結果「余分なカードを手札に加えた」状態  
相手の番に自分のバトルポケモンがきぜつした後、次のバトルポケモン
を出す前に、山札を引いて手札に加えてしまった。 

引いてしまったカードはそのままとし、バトルポケモンを
出して進行してもらう。

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

1-6.  
ダメージの誤り A

その場で正せば修復できる  
ダメージの計算を誤り、本来よりも多く/少なくダメカンをのせてしまった。
相手の番になり、誤りに気付いた。 

正しいダメージとなるようダメカンの数を修正。 
※ダメカンの数を修正する前に行った相手のプレイは巻
き戻さない。

警告

B

結果「余分なカードを手札に加えた」状態  
ダメージの計算を誤り、本来きぜつしないポケモンをきぜつさせたと思
い、サイドをとってしまった。 

手札からとってしまったサイド枚数分ランダムに選び、サ
イドに戻して切った後、サイドを並べ直す。 
きぜつの処理でトラッシュに移動したポケモンを場に戻
し、正しい数のダメカンをのせる。

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

C

複数の非公開情報が本来のゲーム進行から逸脱  
1-6.Bの後、複数のプレイが進行し、ゲームの完全性を担保した復元が
難しい状況。 

修復は行わず、ダメージの誤りによってきぜつ処理を
行ったポケモンはきぜつしたものとして進行する。

サイド 
ペナルティ3枚 
※格上げ 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分類 項目 パターン 事象 修復 / 対応 ペナルティ

プ 
レ 
イ 
エ 
ラ 
｜

1-7.  
対戦準備の誤り 

A
対戦開始直後にサイドの枚数が多い事に気づいた  
サイドを本来の枚数より多く置いて対戦を開始した。 

サイドからランダムに多い枚数分選び、山札に戻して切
る。

警告

B

サイドの枚数が多い事に対戦が進行してから気づいた  
複数のカードをプレイして、ワザ宣言をしてサイドを取ろうとした時に、多
く置いてあることに気づいた。 

サイドからランダムに多い枚数分選び、山札に戻して切
る。

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

C

サイドの枚数が少ない  
サイドを本来の枚数より少なく置いて対戦を進行していた。既にグッズ
「なかよしポフィン」など、特定のカードを選択する効果を使っている。 

山札の上から不足分のサイドを置き、サイドをランダムに
する。 
※サイドが少ない状況で特定のカードを山札から選択す
る効果を使っていたため格上げ

サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

1-8.  
不十分な 
シャッフル

A 
オモテを見ながらのカードの並べ替え  
山札を見ているときに、カードの並べ替えをした。 

充分なシャッフルを行わせる。 
警告

B

対戦相手へのシャッフル依頼の不当な省略  
山札を見る効果を使い、自分が山札を切ったあとに対戦相手に切っても
らわずに進行しようとした。 

対戦相手にも山札を切ってもらう。

警告

C

シャッフルの不当な省略  
山札を見る効果を使い、山札を切っていない状態で山札を1枚引いて手
札に加えた。 

手札からランダムに1枚選び、山札に戻して切る。 サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

1-9.  
カードを 
落とした

A 
いつどこから落ちたカードかわかる  
対戦中にカードを落としてしまった。 

どこから落ちたカードかを両プレイヤーに確認し、元の場
所に戻す。

注意

B

いつどこから落ちたか不明  
対戦中、カードが床に落ちていた。いつから落ちていたか分からず、どこ
から落ちたカードかもわからない。 

落ちていたカードをジャッジが山札に戻して切る。 サイド 
ペナルティ1枚 
※格上げ 

1-10.  
遅いプレイ

A 
遅いプレイ（初回）  
公開情報が増えていない状況で対戦の進行が止まっていた。 

対戦を進行してもらう。 
遅いプレイが繰り返されるようなら警告を検討する。 

注意 
※初回は格下げ  

1-11.  
対戦相手の 
プレイエラーの
見逃し

A

対戦相手のプレイエラーを見逃し、手札を山札に混ぜた  
相手が同じ番に2枚目のサポート「ジャッジマン」を使ったとき、本来使え
ないことを指摘できず、手札と山札を混ぜてしまった。 

混ぜてしまう前の手札の枚数を確認する。お互いに認識
できる枚数が特定できない場合、お互いに認識できる最
小枚数を元の手札の枚数とする。 
山札を切ってから、元の手札の枚数になるよう山札を引
かせる。

警告

 

イ 
ベ 
ン 
ト 
上 
の 
エ 
ラ 
｜

2-1.  
区別がつく 
カード/デッキ
シールド

A

対戦開始前のデッキシールドトラブル  
対戦準備中、デッキシールドが破損し、その場でジャッジが呼ばれた。 

該当のデッキシールドを予備のデッキシールドと交換さ
せ、他のデッキシールドと区別がつかない状態であるこ
とをジャッジが確認した後、対戦準備を続けてもらう。

注意 
※格下げ 

B

対戦中のデッキシールドトラブル  
対戦中、デッキシールドが破損し、その場でジャッジが呼ばれた。 

トラッシュのポケモンのどうぐのカードなど、その対戦中
に別の場所に移動しないであろうカードのデッキシールド
と交換する。対戦終了後に予備のデッキシールドと交換
させる。

注意 
※格下げ 

C

規則性がない  
一部のカードの反りが大きく、他のカードとの区別がついてしまう。 
反っているカードに規則性はない。 

反りが大きいカードについて、以下のような対応でカード
の区別がつかないようにしてもらう。 
・物理的に反りを直してもらう。 
・同名同効果の別のカードに替えてもらう。 
・マスタージャッジが代用カードを発行する。

警告 
※格下げ

D

規則性がある  
一部のカードの反りが大きく、他のカードとの区別がついてしまう。 
反っているカードがすべてエネルギーであり、悪用によって得られる利益
がゲームの公平性に対して著しく影響すると判断。 

「敗北」が科された以降も対戦を行う場合、反りが大きい
カードについて、以下のような対応でカードの区別がつ
かないようにしてもらう。 
・物理的に反りを直してもらう。 
・同名同効果の別のカードに替えてもらう。 
・マスタージャッジが代用カードを発行する。

敗北 

2-2.  
デッキ/デッキリ
ストの問題

A

デッキリストとデッキの内容が異なる  
事前登録されたデッキリストと実際に対戦で使用したデッキの内容が異
なっている。 

「敗北」が科された以降も対戦を行う場合、 
リストに合わせてデッキの内容を修正する。 敗北

B
デッキ枚数の誤り  
デッキが60枚ではない状態で対戦を行っていた。 

― 敗北

C
使用できないカード（ウラ面が使用できるカードと異なる）  
まえのウラ面のカードや、日本語以外のカードが入っていた。 

―  敗北

D 

使用できないカード（ウラ面が使用できるカードと同じ）  
ポケモンカードゲーム Classicのカードや、「ポケモンカードe」シリーズの
カードが入っていた。 

対戦終了後に使用できるカードにいれかえる。 
交換するカードがない場合、マスタージャッジが代用カー
ドを発行する。 

なし 
※格下げ 

2-3.  
遅刻 A

遅刻 
対戦開始時点で着席していなかった。  ― 敗北

B

正しい対戦卓で対戦をしていない  
誤った席に着席し、本来の対戦相手とは異なるプレイヤーと対戦した。
※正しい席に着席していたプレイヤーは不戦勝 

― 敗北

2-4.  
アドバイス 
行為

A
他者からの情報を得た  
観戦中、対戦中のプレイヤーに対し、プレイの指摘や助言を行った。 

観戦者、指摘や助言を受けたプレイヤーの両者がペナ
ルティ対象。

敗北

B

遊びかたに関するメモの持ち込み  
特殊状態についてのメモがダメカンケースの裏に書かれていた。 

その場でメモを取り除いてもらう。 
公式のプレイマットに書かれているものについては指摘
不要。

警告 
※格下げ 

C

戦略に関するメモの持ち込み  
特定のデッキに対する戦い方のメモがダメカンケースの裏に書かれてい
た。 

― 敗北


